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製造バッチ間の再現性

Cadenza CD-C18 の充てん剤の製造バッチ間の再現性の高さを示すデータです。

Cadenza CD-C18充てん剤３バッチをそれぞれ充てんしたカラムを用いて医薬品関連化合物を分離し

ました。溶離液はＬＣ-ＭＳに対応した中性で濃度の低い揮発性ｐＨ調整剤です。

このような分析条件における多成分の短時間分析でも，Cadenza CD-C18による溶出ピークの分離挙

動はほとんど変化がありません。塩基性化合物を含む多成分の微妙な分離に高い再現性があることを

あらわしています。

Cadenza CD-C18 の基材処理やＯＤＳ導入方法，エンドキャッピング方法など，高品質を得るための

トータルな設計思想と製造および品質管理技術が，このような高い再現性を確保しています。
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Cadenza CD-C18, 75 x 4.6 mm
10 mM CH3COONH4 / ACN = 60 / 40
1.0 mL/min, 37 °C
UV at 254 nm

1. 1-Hydroxy-7-azabenzotriazole
2. Acetoaminophen
3. Prednisolone
4. 6-Methylprednisolone
5. Methyl-3-amino-2-thiophenecarboxylate
6. Corticosterone
7. 4-Aminobenzophenone
8. Propyl paraben
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